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日野町公共交通活性化

「わたむき自動車プロジェクト」

令和３年度の取り組み成果と
令和4年度の取り組み概要
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「わたむき自動車プロジェクト」
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令和３年度の取り組み経過



令和３年度の取り組み経過

●令和３年４月
・「わたむき自動車」プロジェクト開始
・日野町役場に公共交通政策推進室の設置
・地方自治研究機構との共同調査研究を開始

●令和３年７月
・株式会社Ａｇｏｏｐと
地域活性化包括連携協定を締結

●令和３年９月
・町内周遊アプリの開発開始
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令和３年度の取り組み経過

●令和３年１１月
・国土交通省「ビッグデータ活用による旅客流動分析実証実験事業」採択

●令和４年１月
・「わたむき自動車プロジェクト」推進協議会設立
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ビッグデータを活用した通勤交通の分析

6



令和３年度に実施した取り組み

①通勤・通学バス実証実験
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②ビッグデータ活用による旅客流動分析

③町内周遊アプリの開発

④地方自治研究機構との共同研究

工業団地への通勤実証実験

湖南サンライズ⇔必佐小学校のバス通学の実証実験

①と②は連動
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取り組み①

通勤・通学バス実証実験
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通勤シャトル実証実験バスの運行
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●実施期間
・令和４年２月（土日祝日を除く１８日間）

●参加事業所
・株式会社ダイフク滋賀事業所、株式会社オーケーエム

●運行便数
・日野駅便…朝１便、夕方５便
・桜川駅便…朝４便、夕方８便

●乗車人数と特徴
・日野駅便 延べ約１３０名
・桜川駅便 延べ約２００名 ※１日あたり、約２０名が利用
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●実証実験参加者の声

〇プラス評価

・「行き帰りの運転を意識しないので、体が楽になった」

・「歩く歩数が増えて、健康づくりになった」

・「環境面での貢献ができる」

・「最初は、面倒だったが、１週間ごろからは、習慣となった」

※参加事業所を通じて、「このまま継続してほしい」という意見も！

通勤シャトル実証実験バスの振り返り
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●実証実験参加者の声

〇改善にむけ考慮すべき点

・実証実験バスの利用のほとんどが、駅・バス停からの徒歩圏内

・利用いただけなかった方は、「駅やバス停が近くにない」
「バス路線が近くにない」などの意見

・乗り継ぎ等の不便さに関する意見も多く、
ＪＲ駅や近江鉄道八日市駅からの直通便を望む声もあり

・その他にも、帰りの便で、買い物ができるような場所を
経由してほしいなどの意見もあり

通勤シャトル実証実験バスの振り返り



必佐小学校⇔湖南サンライズバス実証実験
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●実施期間
・令和４年２月（土日祝日を除く１８日間）

●対象地域
・必佐小学校、湖南サンライズ地区

●運行便数
・ダイフク滋賀事業所の送迎バス、通勤
実証実験の日野駅便にあわせて実施

・行き３便（３台）帰り（２便）を
基本に運行

●乗車人数
・利用者 概ね１２０人／日
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●保護者との意見交換会（振り返り）での声

・「バス通学で、学校の朝の時間が、定刻にスタートできるようになった」

・「学校の時間中に、子どもが元気いっぱいで過ごせるようになった」

・「登下校中のトラブルがなくなった」

・「保護者の家族送迎がほとんどなくなり、駐車場が混雑せず、
通学路が安全になった」

・「帰宅後に勉強の時間や、子ども自身の活動時間が
とれるようになった」

など

通学バスの実証実験後の振り返り
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取り組み②

国土交通省
「ビッグデータ活用による旅客流動

分析実証実験事業」



人流データを用いた渋滞の状況と原因の把握・分析

第二工業団地

企業工場

第一工業団地

平日 AM 6時 台 平日 AM 7時 台

©️2021 Agoop ©️Mapbox ©️OpenSteetMap

第二工業団地

企業工場

第一工業団地
渋滞発生

渋滞発生

課題： 工業団地への出勤で慢性的な渋滞が発生

©️2021 Agoop ©️Mapbox ©️OpenSteetMap
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近隣市町の4方向から3,000台を超えるマイカーが流入
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量
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ビッグデータで見えたマイカー通勤ルートと移動量



実証実験バス利用の有無で分かれた改善点
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取り組み③

町内周遊アプリの開発



町内周遊アプリ「ぐるりん日野ナビ」

●(株)スカラとの官民共創により町内周遊アプリをアジャイル開発

・イベント情報、スタンプラリー、クーポン、経路検索、時刻表などの機能を実装

町内周遊アプリ「ぐるりん日野ナビ」
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●アプリリリースをとともに実証実験を実施
・２月６日～３月６日に開催された
「日野ひなまつり紀行」の期間中、
日野まちかど感応館（旧正野玄三薬店）
において、アプリのチラシを配布し、ダウンロード
を依頼

●令和４年２月２８日時点
・アプリのダウンロード者数は１１８名
（iOS版８５名、Andoroid版３３名）
・アプリの会員登録者数は５６名
・スランプラリー参加者数３５名
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取り組み④

地方自治研究機構との
共同調査研究の結果
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共同調査研究の実施体制
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町民の移動ニーズ

●アンケート結果による町民の移動
・「通勤・通学」「趣味・娯楽・飲食」は
町外への移動が多い。

・「買い物」「通院」
「子どもの習い事・塾」「地域活動」
などは町内での移動が多い。

・いずれの居住地区・目的においても、
日野町の中心地である「日野」への
来訪が多い状況にあり、約５割の
お出かけが集中している。
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公共交通利用状況と家族送迎の課題
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公共交通利用促進の課題
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（１）地域の輸送資源
の総動員

路線バス、コミュニティバス、タクシー、オンデマンド交通、事
業所や高等学校等のチャーターバス、福祉輸送や住民ボラ
ンティアによる移動支援等を含め地域の輸送資源を総動
員し、地域における移動の可能性を最大限に高める

（２）自家用車の利用が
前提という意識の転換

自家用車による生活が定着。公共交通を利用するという
発想が少ない、又は、利用しようという意識が非常に低い

フェーズ 取組

第１フェーズ 事業所等への通勤、小学校の通学における移動ニーズへの対応

第2フェーズ 住民の移動（日常生活における主要な移動）ニーズへの対応

第3フェーズ 愉しみのための移動ニーズへの対応と新たな移動ニーズの創出

これからの日野町の公共交通の基本的な考え方

取組の３つのフェーズ
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令和４年度の取り組みの概要



●カーフリーデーの開催

・世界統一デーにあわせて、
仮想路線バスを含めた
公共交通や自転車、
徒歩等での通勤と駅・
まちなかでのにぎわいづくり
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近江八幡
東近江

竜王・湖南

甲賀

日野街なか

日野町工業団地等



●工業団地の通勤実証実験
・ビッグデータの分析結果をもとに、路線を再設計して実証実験を実施

●ＡＩを活用したオンデマンド交通
・既存のバスの利便性の低い地域で小型車両によるオンデマンド交通を試行

●公共交通と自転車による町内周遊促進
・「ぐるりん日野ナビ」のバージョンアップとバス・自転車等による町内周遊

●通学バスへの対応
・湖南サンライズバスについて運行時間を改善し、見守り体制等も検討の上、実施

・通学バス無償化（長年要望があった）を実施するなかで、新たなバス通学希望
への対応
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